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密
接
に
関
わ
る
数
学
や
物
理
を
習
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
が

開
け
ま
す
。理
系
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

文
系
の
生
徒
に
こ
そ
情
報
技
術
を
使
い

こ
な
す
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」（
副
校
長
／
山
口
龍
介
先
生
）

　　

同
校
が
取
り
組
む
中
高
６
年
間
の

『
創
造
性
教
育
』
で
は
、
中
１
の
『
理

想
の
街
を
創
ろ
う
』
を
皮
切
り
に
デ
ザ

イ
ン
思
考
を
駆
使
、
中
２
で
大
道
芸
ロ

ボ
ッ
ト
を
制
作
し
、
中
３
の
１
年
間
は

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
研
究
し
ま
す
。

「
高
１
の
商
品
企
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
を
経
て
高
２
で
事
業
化
実
習
を
行
い

ま
す
。
９
月
に
行
わ
れ
る
『
あ
か
つ
き

祭
』
で
出
店
・
販
売
を
経
験
し
、
チ
ー

ム
で
働
く
こ
と
、
資
本
主
義
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
自
分
の
職
業
適
性
な
ど
を
学
び

ま
す
。
高
２
の
ハ
ワ
イ
修
学
旅
行
で
は

ハ
ワ
イ
大
学
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

を
主
催
し
、
社
会
貢
献
の
素
晴
ら
し
さ

や
資
本
主
義
が
も
つ
パ
ワ
ー
を
体
感
し

ま
す
。
生
徒
は
こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し

て
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
し
て
い

き
ま
す
」

　

１
９
２
６
年
創
立
の
同
校
は
、
当
時

の
女
性
が
社
会
進
出
す
る
う
え
で
必
要

だ
っ
た
、
財
務
・
会
計
の
能
力
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
ま
さ
に
、
最

先
端
の
形
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

創
立
以
来
の
実
学
主
義
が

最
先
端
の
形
で
息
づ
く

『
社
会
に
貢
献
で
き
る
有
為
な
近
代
女

性
の
育
成
』
を
め
ざ
す
瀧
野
川
女
子
学

園
で
は
、
２
０
１
５
年
よ
り
独
自
プ
ロ

グ
ラ
ム
『
創
造
性
教
育
』
を
実
践
。
そ

の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
２
０
２
３
年
に

は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校
」
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。『
創
造
性
教
育
』で
は
、「
創
造
性
×

起
業
家
精
神
×
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を

テ
ー
マ
に
、自
己
表
現
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

「
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
る
に
あ
た
っ

て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
切
り
離
せ
ま
せ

ん
。
例
え
ば
企
業
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
際

に
も
ム
ー
ビ
ー
を
使
え
ば
効
果
的
で

す
。
そ
れ
も
誰
か
に
発
注
す
る
の
で
は

な
く
、
自
分
で
作
れ
る
と
い
い
で
す
よ

ね
。“
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
”
と
い
う
と

パ
ソ
コ
ン
に
限
っ
た
話
だ
と
思
わ
れ
る

方
も
い
ま
す
が
、
自
動
車
や
エ
ア
コ
ン

な
ど
、
今
や
身
の
回
り
の
も
の
に
も
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
欠
か
せ
な
い
の
で

す
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
使

い
こ
な
せ
る
と
、
将
来
の
職
業
選
択
の

幅
が
広
が
る
ん
で
す
。さ
ら
に
言
え
ば
、

女
性
の
感
性
が
求
め
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

キ
ッ
チ
ン
の
設
計
や
マ
ニ
ュ
キ
ュ
ア
の

色
作
り
は
、
機
械
工
学
の
専
門
家
が

担
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と

生成AIとプログラミングで
世界に自分たちの仕事を創る

▲山岸先生による情報の授業。「情報を通じて自分の考えを広げてほしい」と話します。

この学校の
情報は

「School-pot」へ
瀧野川女子学園
［東京都北区・女子校］

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校
」と
し
て

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　2025年度から、プログラミングと相
性のいい生成 AI を全教科で導入してい
る同校。文系の生徒も情報技術を使いこ
なすために必要な「情報」「数学」「物理」
の授業に加え、来春から高校で、同校生
徒のプログラミング能力を最大化する２
つの新科目がスタートします。
　一般的には高校から「情報 I」を学び
ますが、同校では 20年前から中学に「中
学情報」、高校に「情報基礎」という独
自科目を設置し、確かなプログラミング
技術を育んできました。来春から生成 AI
も使って再デザインされた「情報 I・II」
が必修になり、独自設置科目「情報数学」
と「CODE for Fun！」が始まります。特
に「情報数学」は、情報と数学が連携し
た科目です。

「例えば、プログラミングのコードをつ

教員が意識する「生徒の興味を引く授業」

生成AIを全面導入した新科目「情報数学」
「CODE for Fun！」がスタート

くるうえで、数学の考え方は外せません。
『情報数学』はプログラミングに必要な
数学の考え方を文系目線で学ぶ授業で
す。高２以降の文系選択者の力になれる
ように、数学科の坂本先生と、独自に新
しい科目を作成しているところです」�
� （情報科／山岸先生）
　もう一つの新科目「CODE for Fun！」 
では、グループワークでプログラミング
コンテストを行います。

「社会に有用なアプリをチームで作成し、
校内の大会でユニークな作品を表彰しま
す。事業化実習でのデザイン思考とチー
ムで仕事に挑んだ経験にこのプログラム
が加わることで、実社会でビジネスを生
み出すハードルを大きく下げることがで
きます。生徒たちは卒業して大学に進む
わけですが、大学の先生もプログラミン

　『創造性教育』を実践するうえで、生
徒の興味を引くために心がけていること
を理数系科目の先生方に聞きました。
　2019年に全普通教室から黒板を取り
払って、黒板の無い教室が実現。数学
科の坂本先生は、I C T化が進んだことを
きっかけに数学が好きになった生徒も多
いと言います。

「本校の数学は、教員が板書しながら講
義するスタイルではなく、 “みんなで話
し合って挑戦する数学”なんです。特に
文系では数学を得意とする生徒は多くな
いですが、授業が楽しいと言ってくれる

生徒はたくさんいます。女子はグループ
で話しながら考えるほうが強みを発揮しま
すね。授業中、私は黒子に徹しています」
　中２でロボット制作を体験する同校で
すが、生徒が物理に親しめるようさまざま
な工夫をしているのは理科の明石先生。

「物理の授業では、動画やKeynote とい
うアプリを使って、できるだけイメージを
共有するようにしています。昨年は情報
科と理科の先生が一緒に、高１生とロ
ボットハンドを作ってじゃんけん大会を
開催しました。ものを動かすのは物理の
領域だということを生徒に気づいてほし

くて行ったのですが、その学年は例年よ
り物理選択者が多いですね。物理を好き
になる生徒がもっと増える仕掛けを常に
考えています」
　プログラミングはアイデアを形にする
ためのツールなので、楽しんで習得して
ほしいと話す情報科の山岸先生。

「クイズや謎解きを取り入れて、生徒が
自分事として捉えられるような授業を
行っています。この分野は日進月歩で常
に更新されていくので、私も生徒と知識
を共有しつつ、楽しみながらで学んでい
ます」

▲グループで話し合って正解を模索する、坂本先生による数学の授業。

後列から時計回りに、

副校長 山口龍介 先生
情報科主任 山岸容子 先生
理科 明石俊哉 先生
数学科主任 坂本夏樹 先生

◀明石先生（右）が担
当する物理の授業。ロ
ケットを飛ばす実験中。

５年生（高２）「情報数学」
高２以降で文系を選択した生徒が対象。
数学の考え方をプログラミングに活か
すための、文系目線の授業です。

５年生（高２）「ＣＯＤＥ for Ｆun！」
『創造性教育』で学んだデザイン思考を
活かして、社会に実装する新たなアプ
リ、システム、ロボットなどの企画を
チームで創り上げます。学内の「ＩＣ
Ｔビジネス企画コンペティション」に
挑み、外部コンテストにも積極的に挑
戦します。

2026年度 新科目

グができる生徒は大歓迎なんですよ」
� （副校長／山口先生）
　来春スタートの新科目は、これまでの

『創造性教育』の効果をさらにパワーアッ
プさせるものになるでしょう。

▼高1生と作った
ロボットハンド。


